
  

  

 

2025年 11月 28日 

 

 
「〈ひろぎん〉SXネクストローン」の実行について 

［フタムラ化学株式会社］ 

 
 
株式会社広島銀行（頭取 清宗 一男）では、「〈ひろぎん〉SX ネクストローン」を実行しましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．案件概要 （「〈ひろぎん〉SX ネクストローン」の概要は【別紙 1】をご参照ください） 

融資実行日 2025年 11月 28日 

融資金額 5億円 

融資期間 7年 

目標 用水使用原単位（m3/t）の削減 

その他 
ひろぎんエリアデザイン株式会社から〈ひろぎん〉SX ネクストローンにかかる  
評価書【別紙 2】を取得しております。 

 

２．企業概要 

会 社 名 フタムラ化学株式会社 

所 在 地 愛知県名古屋市中村区名駅二丁目 29番 16号 

代 表 者 長江 泰雄 

業 種 化学製品製造販売業 

事業内容等 

「製品を通じて国家社会のお役に立つ」ことを社是として掲げ、活性炭事業
から始まり、セルロース事業、プラスチックフィルム事業、フェノール積層板   
事業、糖質事業、アグリ事業、気体分離装置事業と多様な事業を展開  
しております。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社広島銀行  

営業企画部 法人企画室 

℡（082）247-5151（代表） 

 

 

 

 

広島銀行では、ＳＤＧｓへの取組みを強化しております。 

【ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）持続可能な開発目標）】 

2015 年 9 月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての 

2030 年までの世界共通目標。持続可能な開発のための 17 の目標と 169 

のターゲットで構成。 

 



 

【別紙 1】 

「〈ひろぎん〉SXネクストローン」について 

 

○特長 

・地元企業のサステナビリティ向上に寄り添い、地域のサステナビリティ向上に資する取組みについて、  

資金面からご支援します。 

・お客さまと地域のサステナビリティ向上につながる目標を設定していただき、目標達成の場合に金利  

引き下げを実施します。 

・対外 PR 支援として、融資実行時に当行よりニュースリリースを行い、サステナビリティへの取組みの   

対外公表をご支援します。 

○商品概要 

対象となる方 

以下のすべてを満たす法人のお客さま 

・自社と地域のサステナビリティ向上に資する目標を設定※ 

・年 1回のレポーティングの実施（お客さまから銀行への報告） 

※設定目標には、ひろぎんエリアデザインによる評価を実施 

お使いみち 運転資金・設備資金 

ご融資金額 当行所定の金額 

ご融資期間 2年以上（固定金利は 10年以内） 

ご融資利率 当行所定の金利（目標達成の場合、金利引下げを実施） 

ご融資形式 証書貸付・当座貸越 

ご返済方法 
当行所定の審査によります 

担保・保証人 

取扱手数料 組成難易度に応じてスキーム構築手数料が必要となります 

・SX とは、Sustainability Transformation の略で、企業がサステナビリティ（持続可能性）を重視 

した経営方針に転換することです。 

・本商品は環境省等が定めるガイドラインに適合する SLL（サステナビリティ・リンク・ローン）ではございま

せん。 
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〈ひろぎん〉SXネクストローンにかかる評価書

フタムラ化学株式会社
〈ひろぎん〉SXネクストローン

本文書は、株式会社広島銀行(以下、｢貸付人｣という)とフタムラ化学株式会社(以下、｢借入
人｣という)の間の〈ひろぎん〉SXネクストローン(以下、｢本ローン｣)について、貸付人が、
持続可能な地域社会の実現に貢献することを目的とし、地域特性や業種特性を踏まえて独自に
設定した評価基準に基づき、借入人のサステナビリティに対する取り組みを評価したものであ
り、以下にその評価結果を報告する。

発行日：2025年11月28日
発行者：ひろぎんエリアデザイン株式会社

１．借入人とサステナビリティ

借入人は、愛知県名古屋市に本社を置く1947年創業の総合化学メーカーである。プラスチッ
クフィルム、セロハン、ファイブラスケーシング、不織布、活性炭、フェノール樹脂積層板な
ど多様な素材を製造・販売し、包装材や環境関連分野で国内トップクラスの実績を有してい
る。「製品を通じて国家社会のお役に立つ」を社是とし、“化学と環境の架け橋に”をテーマ
に、研究開発から生産まで一貫した体制で高品質な製品を提供。国内外に拠点を持ち、持続可
能な社会の実現に貢献する企業として成長を続けている。

（１）会社概要

【別紙2】

企業名 フタムラ化学株式会社

代表者 代表取締役社長 長江 泰雄

本社所在地 愛知県名古屋市中村区名駅二丁目29番16号

創 業 1947年（昭和22年）４月

設 立 1950年（昭和25年）10月

資本金 ５億円

従業員数 1986人（2025年３月末時点、連結）

事業内容

・製造販売
ポリプロピレンフィルム ポリエステルフィルム
セロハン 不織布
ファイブラスケーシング 活性炭
フェノール樹脂積層板

（資料）借入人より提供

【主な製品】

プラスチックフィルム セロハン 活性炭 不織布
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借入人は、プラスチックフィルム事業を中核に、セルロース・糖質・環境・産業素材まで多
角的に展開し、化学技術を通じて、持続可能な社会と快適な暮らしの両立を目指している。

（２）事業内容

（資料）借入人ウェブサイト、 「令和6年度版 フタムラ化学 CSRレポート」より作成

【借入人の事業領域】

事業領域区分 概要 主な製品・用途 特徴など

プラスチック
フィルム事業

• 二軸延伸ポリプロピレ
ン（OPP）フィルムや
ポリエステルフィルム
を中心に、包装用・工
業用フィルムを開発・
製造

• 食品・医薬品・日用品包
装、ラベル、印刷・工業
用フィルムなど

• 国内トップクラスの生産
量・技術力を有し、防
曇・耐熱・易開封などの
高機能化を推進

• バイオマス素材やリサイ
クル対応製品など、環境
配慮型フィルム開発にも
注力

セルロース事業

• 木材パルプ由来のセル
ロースを主原料とする
セロハン、不織布など
を開発・製造

• 食品・医薬品・日用品の
包装フィルム、フェイス
マスクなど

• 生分解性・再生可能性に
優れた環境対応素材

• プラスチック代替として、
サステナブル素材市場で
高評価を獲得

活性炭事業

• 木質やヤシ殻などバイ
オマス由来原料を中心
に活性炭（粉末・粒状
等）を製造・販売

• 浄水場の水処理、砂糖や
酒などの脱色精製、浄水
器フィルター、空調機器
フィルターなど

• 複数原料から用途に合わ
せた活性化設計が可能

• 自社再生設備による再
生・粒度調整・洗浄乾燥
等の供給体制を持ち、リ
サイクル利用を見据えた
提供が可能

フェノール積層板
事業

• フェノール樹脂を含浸
させた紙や布を積層・
加熱圧縮して形成する
工業素材を製造

• 電気絶縁材、機械構造材、
電子・自動車部品など

• 耐熱性・機械強度・絶縁
性に優れ、精密加工性も
高い

• 特殊用途や小ロット対応
など、顧客ニーズに応じ
たカスタム製品を展開

糖質事業
• 天然原料を独自技術で

加工した糖質製品の製
造・販売

• 糖化製品、デキストリン、
加工デンプン、可食性
フィルムなど

• デンプン原料に特殊な物
性を付与し、様々な食品
分野へ応用

• フィルム化に適した特殊
加工デンプンを活かした
医薬用フィルム製剤分野
への展開

アグリ事業

• 農業用資材や育成サ
ポート製品を提供し、
環境に配慮した農業を
支援

• 農業用不織布、被覆資材、
培地資材など

• 素材技術を活かし、保
温・遮光・透湿など作物
生育を最適化

• 農業現場の効率化・省資
源化に貢献



Copyright © 2025 Hirogin Area Design CO.,LTD. All Rights Reserved. 

3

借入人は、SDGsの達成に向けて以下の項目を重要課題として捉え、中長期目標を設定して
いる。なお、各事業や企業全体で取り組んでいるSDGsへのアクションは合計235項目あり、
SDGsの全17の目標のうち、12の目標に貢献してる。

（３）サステナビリティ

（資料）借入人採用サイトより抜粋

【環境マネジメントにおける中長期目標】

１．温室効果ガス削減

• 令和２年度の241千トン／年を基準に、令和７年度までにCO2排出量を５%削減する。

２．水資源

• 令和２年度の14.8百万トン／年を基準に、令和７年度までに水使用量を５%削減する。

３．化学物質管理

• 令和２年度の1,206トン／年を基準に、令和７年度までに二硫化炭素排出量を５%削減する。

４．廃棄物

• リサイクル率93%以上を毎年維持する。

【SDGsの取組実績】

（資料）「令和6年度版 フタムラ化学 CSRレポート」より作成
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こうした取組に関連し、借入人は、環境マネジメントに関する多様なイニシアチブに参画
し、外部機関から高い評価を得ている。

【参画イニシアチブおよび外部評価】

（資料）借入人採用サイトより抜粋
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（１）目標の概要
借入人は目標として、「用水使用原単位」を設定した。用水使用原単位とは、製品を製造す

るために必要な、単位あたりの水使用量を指す。

２．目標の選定

（２）目標の重要性
本目標は、取水による地域の水資源への負荷軽減を通じた環境保全、渇水時の操業停止リス

クの軽減、水使用料や排水処理コスト等の複合的なコスト削減、水資源管理による企業価値向
上等につながるものであり、借入人のサステナビリティ経営において重要な意義を有する。

（３）経営方針と目標の関係
借入人は、環境マネジメントにおける中長期目標の一つとして「水資源」を掲げ、水使用量

の削減に向けて取り組んでいる。したがって、本目標として設定した「用水使用原単位」の削
減は、同社のサステナビリティ経営と整合する取り組みである。

（４）目標の有意義性

企業活動において水資源は、生産工程、冷却、洗浄、原材料加工など、あらゆる場面で不可
欠な資源である。一方で、地球規模では人口増加や気候変動により、地域的な水不足や水質悪
化が深刻化しており、水資源の持続可能な利用が国際的な課題となっている。こうした状況の
もと、企業が自らの水使用を定量的に把握し削減を目指すことは、社会的責任の遂行に加え、
事業の安定的継続を支えるうえでも極めて重要である。
環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」では、環境目標の設定に際し、(1)重要性の

把握、(2)合理的根拠に基づく目標設定、(3)継続的改善、(4)情報開示と説明責任の確保、の４
点が求められている。水使用量削減目標はこれらの観点から、以下の点で有意義である。

①環境負荷低減への直接的貢献
• 水使用量の削減は、取水量の低減による地域水資源への負荷軽減のみならず、排水処理や加
熱・冷却などの工程に伴うエネルギー使用の削減にもつながる。これにより、温室効果ガス
排出抑制や生態系保全など、他の環境側面にも波及効果をもたらす。

②事業リスクの軽減とレジリエンスの向上
• 気候変動の影響により、水資源の確保が不安定化するリスクが高まっている。水利用の効率
化を進めることは、将来的な取水制限や水コスト上昇に対する備えとなり、事業継続性
（BCP）を高める施策としての意義も大きい。

③ステークホルダーとの共生・信頼の確保
• 水は共有資源であり、地域社会や行政、取引先など多様なステークホルダーにとって関心の
高いテーマである。企業が明確な削減目標を設定し、その進捗を透明性高く開示すること
は、説明責任を果たすとともに、社会的信頼の向上につながる。

④経営・環境統合の推進
• 水使用量の削減目標を単なる環境対策にとどめず、経営目標や生産性向上施策と連動させる
ことで、コスト削減や技術革新にもつながる。環境と経営を統合的に捉える取り組みは、持
続可能な経営基盤の確立に資する。

以上のとおり、本目標は、環境保全のみならず、企業の持続可能な成長と社会的信頼を支え
る重要な取り組みである。
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（１）目標値の概要

３．目標値の設定

本ローンの目標値の設定については、以下の（１）から（３）の観点より適切な内容で設定
されていると評価する。

前述のとおり、企業が自らの水使用を定量的に把握し削減を目指すことは、社会的責任の遂
行に加え、事業の安定的継続を支えるうえでも極めて重要である。
以上から、用水使用原単位（m3/t)を2025年3月期を基準として毎期１%削減するといった

本目標は、環境保全のみならず、企業の持続可能な成長等に重要かつ挑戦的な目標であると判
断する。

借入人は、目標として設定した「用水使用原単位」について、2026年３月期から2032年３
月期にかけて下表のとおり目標値を設定した。

【借入人の目標値】

（２）目標値の妥当性

目標値の適切性については、第三者機関であるひろぎんエリアデザインから評価書を取得し
ている。

（３）目標値の適切性

借入人は、前述の「１．借入人とサステナビリティ」、「２．目標の選定」、「３．目標値
の設定」に関して、自らの対応について客観的な評価が必要と判断し、ひろぎんエリアデザイ
ンによるレビュー及び目標値として設定する指標の検証を依頼した。
当該依頼を受け、ひろぎんエリアデザインは、地域特性や業種特性を踏まえて借入人が独自

に設定した評価基準について確認の上、評価書を作成した。貸付人も、ひろぎんエリアデザイ
ンが評価書を作成することを承諾している。ひろぎんエリアデザインの評価書は貸付人に提供
される。

2023年
3月期

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

2027年
3月期

2028年
3月期

2029年
3月期

2030年
3月期

2031年
3月期

2032年
3月期

（参考）
2033年
3月期

用水使用原単位
（m3/t)

76.0 79.6 69.5 68.8 68.1 67.4 66.7 66.0 65.3 64.6 63.9

本目標値の対象

（注）各年度の判定期間は4月1日～3月31日。初回判定日は2026年3月31日。

実績
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社名 ひろぎんエリアデザイン株式会社

代表者  代表取締役社長 松内 紀子

所在地  〒730-0031
 広島県広島市中区紙屋町1丁目3－8

設立  2021年4月1日

資本金  1億円

株主  株式会社ひろぎんホールディングス

TEL   082-504-3016

ひろぎんエリアデザイン 会社概要
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留意事項

本文書については、貸付人が借入人に対して実施する〈ひろぎん〉SXネクストローンにつ
いて、設定する目標の妥当性に対する評価を述べたものです。
その内容は、入手可能な公開情報、借入人から提供された情報や借入人へのインタビューな

どで収集した情報に基づいて、現時点での状況を評価したものであり、当該情報の正確性、実
現可能性、将来における状況への評価を保証するものではありません。

ひろぎんエリアデザインは、当文書のあらゆる使用から生じる直接的・間接的損失や派生的
損害については、一切責任を負いません。

１．ひろぎんエリアデザインの評価について

２．貸付人との関係性、独立性

ひろぎんエリアデザインは、ひろぎんグループに属しており、貸付人及びひろぎんグループ
企業との間、及びひろぎんグループのお客さま相互の間における利益相反のおそれのある取引
等に関して、法令等に従い、お客さまの利益が不当に害されることのないように、適切に業務
を遂行いたします。

また、本文書にかかる調査、分析、コンサルティング業務は、貸付人とは独立して行われる
ものであり、貸付人からの融資に関する助言を構成するものでも、資金調達を保証するもので
もありません。

３．ひろぎんエリアデザインの第三者性

４．本文書の著作権

借入人とひろぎんエリアデザインとの間に利益相反が生じるような、資本関係、人的関係等
の特別な利害関係はございません。

本文書に関する一切の権利は、ひろぎんエリアデザインが保有しています。本文書の全部ま
たは一部を、自己使用の目的を超えて、複製、改変、翻訳、頒布等をすることは禁止されてい
ます。


	①【フタムラ化学】リリース原稿案（SXネクストローン）.pdf
	②【フタムラ化学】NL評価書_v3.pdf
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8


